
本校教育目標：【自主】自ら進んで学ぶ生徒【寛容】明朗で思いやりのある生徒【挑戦】健康でたくましい生徒

〈重点目標〉自らよく考え、やり抜く生徒 ～夢の実現～

学校評価の結果より №２ ※昨年１２月に実施した学校評価の結果をお知らせいたします。

全 体 3.4 朝の読書タイムや学校司書・図書委員の
広報活動により、一人あたりの読書量が増

教職員 3.4 えています。
また、読解力・思考力を育成するために、

生 徒 3.6 新聞タイムを年３回位置付け、全員に中高
生新聞を配付し、記事を選んで自分の考え

保護者 3.2 をまとめる活動を行っています。

全 体 2.9 各種検定試験に挑戦する生徒が少なかっ
たために、生徒の評価が低かったようです。

教職員 3.2 検定試験合格という目標に向かって自分
から学習することによって、力をつけるこ

生 徒 2.5 とができます。ぜひ次年度は、多くの生徒
が挑戦するように促していきたいと思いま

保護者 3.0 す。

全 体 3.3 道徳の授業や評価のあり方について校内
研修を行い、自己を見つめ、多面的・多角

教職員 3.4 的に考えることができるような授業を行っ
ています。

生 徒 3.3 地域の方々や保護者が参加しての授業、
担任以外の教員による授業も検討していま

保護者 3.3 す。

全 体 3.3 ふるさとを愛する心を育てるために、地
域資源や地域人材（史跡、ロボットテスト

教職員 3.4 フィールド、地域企業）を活用した学習を
行いました。

生 徒 3.2 これからも、地域で夢をもって活躍され
ている方々と接する機会を多く持ちたいと

保護者 3.2 思います。

全 体 3.2 文化祭等の学校行事や生徒会活動等を通
して、互いに認め合う機会を多くもつよう

教職員 3.4 にしました。
少人数という本校の強みを最大限に活か

生 徒 3.2 し、生徒一人一人が活躍できる機会を多く
設定したいと思います。

保護者 3.2

全 体 3.4 定期的な教育相談、ＱＵアンケート、い
じめ調査等により、いじめの早期発見・早

教職員 3.5 期対応に努めました。
生徒会のいじめ撲滅宣言が形骸化しない

生 徒 3.5 よう、今後とも切れ目なく取り組み、いじ
めを許さない学校風土をつくり、生徒の自

保護者 3.3 浄力を育みます。

※評価は（４：あてはまる、３：どちらかといえばあてはまる、２：あまりあてはまらない、１：あてはまらない、

△：よくわからない）で回答していただきました。「よくわからない」については、評価点には入っておりません。
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